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頃からすでに知られており ( 飯野太郎「仙台医学専門学校時代の魯迅について」『艮陵』39 号
　1937 年 )、戦後も菅野俊作氏 ( 元東北大学教養部教授 ) らによる調査や、1973 年から 77 年
にかけておこなわれた「仙台における魯迅の記録を調べる会」による調査で多くの資料が調査・
紹介された (『仙台における魯迅の記録』1978 年平凡社 )。こうした経緯を経て旧仙台医学専













第四講義室 ) を活用する形で、当史料館内に展示設備としての「魯迅記念展示室」( 仮称 ) 等
を設けることが計画され、平成 22 年度総長裁量経費による採択を経て、当館と総務部広報課
の担当事業として整備が進められた。
なお本来であれば平成 23 年 3 月中に整備が完了し、同年 4 月より開設される予定であったが、
95魯迅記念展示室常設展　魯迅と東北大学　－歴史のなかの留学生－
3 月 11 日以後の東日本大震災の影響で予定が大幅に遅れ、7 月 19 日より一般公開を開始する
こととなった次第である。開設に際してはポスター・チラシ等を学内諸部局、学外の関係機関
および宮城県内高等学校、仙台市内中学校等に配布をおこなった。記念行事等については、東
日本大震災による史料館本館の補修計画との関係もあり 7 月には実施せず、後述のように 9 月
28 日に実施した。広報としてはこのほかホームページの開設も予定しているが、こちらは平
成 23 年度内開設の予定で現在準備中の段階である。
展示公開開始後の一ヶ月ごとの見学者数は下記の通りである (12 月 18 日現在 )。
期間 人数 期間中の関連行事等
7/19 ～ 8/18 245  
8/19 ～ 9/18 232  
9/19 ～ 10/18 955  9/28 オープニングセレモニー、10/7,8 片平まつり開催
10/19 ～ 11/18 337  




1．はじめに ( ケース 1 台 )
2．魯迅の足跡 ( パネルのみ )
3．東京から仙台へ ( ケース 1 台 )
4．仙台医学専門学校入学 ( ケース 1 台 )
5．医学生・周樹人 ( ケース 3 台 )
6．藤野先生 ( ケース 2 台 )
7．医学から文学へ ( ケース 1 台 )
8．「惜別」( ケース 1 台 )
9．魯迅と「藤野先生」( ケース 1 台 )
10．学都仙台留学生小史 ( ケース 1 台 )
11．高良とみ旧蔵魯迅書幅 ( ケース 1 台 )





















汪婉 ( 中国社会科学院近代史研究所研究員・駐日中国大使夫人 )
「近代日中教育交流史における「日本留学と日本遊歴」」













9 月 5 日から 10 月 2 日まで、上記展示の一部を拡充するかたちで、魯迅記念展示室開設記念
ミニ展示「学都仙台の留学生たち―戦前期東北大学の日中交流―」展をおこなった。蘇歩青ら
上記 3 名に加え、鄭貞文、馬廷英、蘇子蘅、由其民、謝健弘といったかつての留学生について
関連資料の展示紹介等をおこなった ( 展示内容については後掲 )。また 10 月 1 日、2 日の両日
は休日開館も実施した。
魯迅記念展示室の開設にあたっては、上述の魯迅が育む仙台日中交流連絡会議 ( 会長：大内
秀明名誉教授 )、宮城県日中友好協会 ( 会長：江幡武名誉教授 )、日本中国友好協会宮城県連





1-4 中国の国語教科書における ｢藤野先生 ｣
1995 年人民教育出版社刊『中学語文』
1-5 日本の高等学校国語教科書における ｢藤野先生 ｣
2010 年東京書籍『現代文』
































1904 年 ( 明治 37)
1．( 導入展示 )
1-1　あいさつ〔パネル〕



































1-3 ｢ 藤野先生 ｣ 手稿 ( 複製本 )








3-3 仙台医学専門学校の教授と学生 ( 写真 )
1905 年
魯迅一年級在学時の教授と最上級生。2 列目中央
に山形仲藝校長。3 列目左から 2 人目が藤野厳九
郎教授。






1904 年 ( 明治 37) 5 月 23 日　当館蔵
仙台医学専門学校文書『生徒募集ニ関スル書類
／明治三十五年以降』より
3-6 周樹人の入学願書 ( 復原資料 )　　




1904 年 ( 明治 37) 春
後列右が周樹人。その左は生涯の友となった許寿
裳 ( きょじゅしょう )
2-4 神田駿河台の清国留学生会館前で〔写真〕
1902 年 ( 明治 35) 秋
浙江省同郷会での記念撮影。4 列目右から 6 人目
に周樹人。










専への照会状 ( 複製 )














仙台医学専門学校は、1887 年 ( 明治 20) に「第






記事 ( 写真 )
『東北新聞』明治 37 年 (1904)9 月 10 日
3-7 周樹人学業履歴書 ( 復原資料 )　　
























(1904 年 10 月友人・蒋抑卮あて書簡より )









4-1-3 仙台駅 ( 写真 )
1894 年に建てられた 2 代目の駅舎。

































明治 37 年 (1904)　7 月
医学部艮陵同窓会所蔵
4-2-2 第一学期医学科第一年級日課表　　







1905 年 ( 明治 38)7 月
当館蔵仙台医学専門学校文書　『明治三十七年度
一年級学年成績表』

























2 列目右から 3 人目が周樹人
4-3-2 敷浪教授ドイツ留学送別記念写真〔写真〕

















































1874 年 ( 明治 7) 福井県に生まれ、愛知医学校卒






1904 年 ( 明治 37)7 月
原資料はあわら市藤野厳九郎記念館所蔵
































5-2-2 藤野先生が添削した魯迅のノート ( 複製 )
















































































明治 39 年 (1909)3 月 6 日　当館蔵
7-5 周樹人退学の件についての留学生監督への回
答案 ( 復原資料 )
明治 39(1906) 年 3 月　当館蔵
7-6　周樹人の退学を追記した生徒名簿































1937 年 ( 昭和 12)1 月
あわら市藤野厳九郎記念館所蔵










8-5 青木正児 ｢ 胡適を中心に渦巻いている支那の
文学革命 ｣(『支那学』第一巻三号 )






















は、その後急速に増え、1911 年頃には 60 人を越
えていた。その後若干数は減ったが、1942 年 ( 昭































































大正 15 年 10 月
当館蔵　東北大学交響楽団史関係資料
































































































































昭和 31 年 9 月 2 日 )
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
●留学生群像〔パネル〕








































等で活躍した。1983 年台湾民主自治同盟 ( 台湾出
身者による政党 ) 主席となり、全国政治協商会議
常任委員もつとめている。











1937 年 7 月日中戦争の開始に伴い、志なかばなが
らも他の留学生たちとともに集団帰国したが、そ
の際にも宇野の助言があったという。































陶晶孫 ( 陶熾 ) の小説「特選留学生」





























自治同盟 ( 台湾出身者による政党 ) 主席などもつ
とめた。
